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特
集
　
専
門
知
と
市
民
知
　
―
現
場
か
ら
問
う
―

現
代
考
古
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
日
本
版
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
模
索
―

岡
村
　
勝
行

は
じ
め
に
　

　

今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
英
語
圏
を
中
心
に
、
ま
た
、
近
年
で
は
日
本

に
お
い
て
も
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」
な
る
言
葉
が
考
古
学

の
世
界
に
よ
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
遺
跡
、
考
古
学
に

関
わ
る
教
育
・
普
及
活
動
と
い
う
意
味
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
海
外
で

は
、
そ
の
意
味
は
広
く
、
考
古
学
と
現
代
社
会
に
関
わ
り
、
多
様
な
議
論

が
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
、英
国
発
行
の
専
門
雑
誌
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
に
は
「
国
際
的
・
国
内
的
・
地
域
的
な
考
古
学
の
方
針
・

政
策
」、「
教
育
と
考
古
学
」、「
政
治
と
考
古
学
」、「
考
古
学
と
遺
物
売
買
」、

「
民
族
と
考
古
学
」、「
市
民
の
考
古
学
へ
の
参
加
」、「
考
古
学
と
法
」、「
考

古
学
の
経
済
性
」、「
観
光
と
考
古
学
」
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
場
ロ
ン
ド
ン
大
考
古
学
研
究
所
で
研
究
さ
れ
た
松
田
陽
氏
（
英
国

イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
）
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
を
「
考

古
学
と
現
代
社
会
の
関
係
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
両
者
の
関

係
を
実
践
を
通
し
て
改
善
す
る
試
み
」
と
定
義
し
た
。
蛇
足
な
が
ら
、
そ

の
要
点
を
繰
り
返
せ
ば
、
①
関
係
の
研
究
、
②
研
究
の
み
で
も
実
践
の
み

で
も
な
く
、
そ
の
両
者
の
相
互
的
か
つ
恒
常
的
な
複
合
、
③
行
動
す
る
学
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
社
会
の
な
か
の
考
古
学
（
の
役
割
）
を
考
え
る
学

と
言
っ
て
も
良
い
。

　

今
回
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
考
古
学
（
者
）
と
市
民
（
社
会
）
の
関
係
、

お
よ
び
そ
の
研
究
に
つ
い
て
、
近
年
の
状
況
に
触
れ
、
そ
し
て
、
両
者
の

よ
り
有
意
な
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

か
つ
て
『
入
門
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』（
松
田
・
岡
村2012

）
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で
検
討
し
た
内
容
を
適
宜
引
き
つ
つ
、
今
を
加
え
て
、
稿
を
進
め
た
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
成
立
と
展
開

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ

た
の
は
、
一
九
七
二
年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た
マ
ッ
ク
ギ
ム
ジ
ー
の
著

作"Public Archeology"
（M

cG
im
sey 1972

）
と
さ
れ
る
。
開
発
に

よ
る
遺
跡
破
壊
が
急
速
に
進
む
中
、
彼
は
社
会
か
ら
の
考
古
学
へ
の
支
援

を
得
る
た
め
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
、
つ
ま
り
市
民
を
考
古
学
に
関
与
さ
せ
る

こ
と
を
強
く
訴
え
た
。
こ
れ
は
緊
急
発
掘
が
特
定
の
誰
か
が
行
う
個
人
や

集
団
の
考
古
学
研
究
に
資
す
る
も
の
で
は
な
く
、
該
当
す
る
土
地
の
過
去

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
に
対
し
て
益
を

も
た
ら
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
翌
年
田
中

琢
氏
に
よ
っ
て
、『
公
共
考
古
学
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
（
田
中
琢1973

）、

米
国
の
状
況
が
日
本
の
考
古
学
の
世
界
で
主
要
な
課
題
で
あ
る
遺
跡
の
保

護
や
教
育
・
普
及
活
動
と
共
通
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
は
米
国
で
は
、
開
発
工
事

に
伴
っ
て
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
る
緊
急
発
掘
を
指
す
言
葉
と

し
て
定
着
し
て
い
く
が
、
八
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
、
英
国
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
入
り
、
後
述
す
る
考
古
学
内
外
の
要
因
が
影
響
し
、
緊
急
発
掘

よ
り
も
は
る
か
に
幅
の
広
い
領
域
の
活
動
を
も
包
含
す
る
こ
と
に
な
る
。

考
古
学
と
い
う
学
究
的
営
み
は
社
会
、
政
治
、
文
化
的
に
ど
の
よ
う
な
意

味
、
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
の
追
求
が
始
ま
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
お
よ
そ

三
つ
の
背
景
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
考
古
学
理
論
の
進
展
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
プ
ロ
セ
ス
考
古
学

の
台
頭
に
伴
っ
て
、
考
古
学
が
中
立
的
か
つ
客
観
的
に
過
去
を
解
き
明
か

す
学
問
分
野
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
考

古
学
者
が
過
去
を
解
明
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
常
に
そ
の
時
代
の
社
会
的

制
約
を
受
け
な
が
ら
過
去
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
明

確
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
考
古
資
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
以
前
に
も
増
し
て
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
つ
い
に
は
一
般
市
民
が
ど
の
よ
う
に
過
去
の
人
間
活
動
の
物
質
的
痕

跡
を
認
識
・
理
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
も
が
考
古
学
の
世
界

で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
二
は
、「
過
去
を
め
ぐ
る
政
治
問
題
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
て
表

面
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
各
地
域
の
先
住
民
族
が
自
分
た
ち

の
「
過
去
」
の
社
会
的
認
知
を
求
め
て
展
開
し
た
運
動
、
民
族
・
宗
教
紛

争
が
続
く
地
域
に
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
文
化
財
の
破
壊
行
為
と
、
そ
れ

に
対
す
る
賛
否
を
問
う
白
熱
し
た
議
論
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
考
古

学
が
政
治
と
は
無
縁
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
が
通
用
し
に
く
く
な
り
、
考

古
学
が
ど
の
よ
う
に
社
会
や
政
治
シ
ス
テ
ム
と
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な

の
か
と
い
う
こ
と
が
根
底
か
ら
考
え
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
考
古
学

と
政
治
。
こ
れ
は
一
九
八
六
年
、
世
界
考
古
学
会
議
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
が
誕
生
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し
た
背
景
で
あ
り
、
一
貫
し
て
取
り
組
む
中
核
的
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
市
場
主
義
経
済
の
深
化
で
あ
る
。
な
か
で
も
公
金
あ
る
い
は

開
発
業
者
に
よ
る
費
用
負
担
に
大
き
く
依
存
す
る
緊
急
発
掘
調
査
は
も
っ

と
社
会
へ
の
成
果
還
元
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
二
〇
〇
八
年
の
世
界
同
時
経
済
不

況
後
、
さ
ら
に
強
く
な
り
、
考
古
学
の
有
用
性
、
考
古
学
の
社
会
に
お

け
る
位
置
づ
け
に
関
す
る
議
論
に
発
展
す
る
。
例
え
ば
、
近
年
出
版
さ

れ
た
『
社
会
の
中
の
考
古
学
：
現
代
世
界
と
の
関
連
』（Rockm
an and 

Flatm
an 2012

）
の
序
文
に
は
「
考
古
学
の
分
野
が
ど
の
よ
う
に
発
達
す

べ
き
か
、
社
会
の
た
め
に
で
き
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
一
つ
の
回

答
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
考
古
学
が
現
在
と
関
わ
っ
て
い
る
場
面
、

例
え
ば
、
天
候
変
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、
戦
争
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
、
授
業
、
印
刷
物
を
通
じ
て
の
語
り

を
通
し
て
、
現
代
の
考
古
学
の
現
状
、
社
会
に
お
け
る
関
連
性
を
提
示
し

た
い
」
と
述
べ
、
各
国
か
ら
考
古
学
者
三
〇
人
の
論
考
を
集
め
て
い
る
。

こ
こ
に
は
九
〇
年
代
米
国
発
の
公
共
人
類
学
（Public anthropology

）

の
影
響
も
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
い
最
近
公
刊
さ
れ
た『
公
共
人
類
学
』

（
山
下
真
司
編
、2014

）
の
序
文
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
類
学
会
長
を
務
め

た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ピ
ー
コ
ッ
ク
氏
の"Public or perish"

（
社
会
に
貢
献

し
な
け
れ
ば
、
生
き
延
び
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
い
う
言
葉
、
同
人
類
学

会
の
危
機
意
識
が
紹
介
さ
れ
、
多
文
化
共
生
、
高
齢
者
ケ
ア
、
難
民
問
題
、

災
害
な
ど
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
日
本
に
お
け
る
公
共
人
類
学
の
構
築
が
試

み
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
土
壌
で
は
、「
こ
う
や
っ
て
役
に
た
つ
ぞ
」
と
い
う
米
国
発
の

哲
学
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
考
え
方
を
提
示
す
る
姿
勢
は
馴
染
ま
な
い
よ

う
に
思
う
が
、
昨
今
の
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
漠
然

と
し
た
過
去
全
般
、
歴
史
の
提
示
で
な
く
、
こ
う
し
た
現
代
的
な
課
題
に

も
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
生
き
残
り
も
厳
し
い
、
と
も
感
じ
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
の
地
震
考
古
学
の
高
ま
り
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
で
さ

ら
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
去
の
津
波
の
研
究
、
こ
う
し
た
災
害

痕
跡
研
究
は
震
災
国
日
本
な
ら
で
は
で
あ
り
、
現
代
的
課
題
に
直
結
し
、

研
究
の
意
義
が
理
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

以
上
、前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
は
、

三
つ
の
異
な
る
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
発
展
し
て
き
た
た
め
に
、
そ
の

な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て
言

葉
の
意
味
が
異
な
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
般
に
米
国
で
は
、
緊
急
発
掘

を
中
心
と
し
た
考
古
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

顕
著
な
よ
う
に
、
遺
跡
を
め
ぐ
る
考
古
学
者
と
先
住
民
と
の
関
係
、
教
育

活
動
に
ポ
イ
ン
ト
が
置
か
れ
る
。
英
国
で
は
、
専
門
雑
誌
に
深
く
関
わ
る

ロ
ン
ド
ン
大
考
古
学
研
究
所
な
ど
を
擁
し
、
理
論
面
の
研
究
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
濃
く
、
地
域
社
会
と
の
関
係
、
共
同
作
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー

ケ
オ
ロ
ジ
ー
（
地
域
社
会
考
古
学
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

松
田
氏
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ

ロ
ジ
ー
を
そ
の
研
究
法
、
研
究
者
の
姿
勢
か
ら
、
①
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、

②
広
報
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
③
多
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
④
批
判
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
四
つ
に
分
類
し
た
。

　

ま
ず
、
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
考
古
学
者
を
知
識
の
伝
達
者
と
み
な

し
、
教
育
活
動
を
通
し
て
、
市
民
が
過
去
、
そ
し
て
考
古
学
と
い
う
学
問

を
考
古
学
者
と
同
じ
よ
う
な
視
点
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
導
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
、
日
本
に
お
い
て
も
最
も
多
い
。

　

広
報
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
考
古
学
の
宣
伝
・
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
が
抱
く
考
古
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
考
古
学
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
社
会
、
経
済
、

政
治
的
な
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
着
ぐ
る
み
が
そ
の
分
か
り
易
い
例
で
あ
り
、
考
古
学
の
成
果
と
直

接
の
関
係
が
薄
い
こ
と
も
少
な
く
な
く
、日
本
で
も
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。

　

多
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
過
去
の
人
間
が
残
し
た
物
質
的
痕
跡
が
い
か

に
多
様
な
意
味
を
持
ち
う
る
の
か
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
遺
跡

が
、
考
古
学
者
に
対
し
て
持
つ
意
味
と
、
地
元
住
民
、
開
発
業
者
、
地
域

の
自
治
体
、
観
光
客
、
政
治
家
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
地
の
先

住
民
に
対
し
て
持
つ
意
味
と
で
は
、
大
き
な
差
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
ら
に

よ
り
社
会
改
革
を
意
識
し
た
批

判
理
論
に
立
脚
す
る
の
が
、
批

判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
考
古
学
の
実
践
や
解
釈

が
既
存
の
社
会
政
治
的
な
体
制

の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
に
関

係
・
貢
献
し
て
い
る
の
か
を
批

判
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
例
え
ば
、
現
存
す
る
考
古

学
の
実
務
や
政
策
は
、
社
会
の

あ
る
特
定
グ
ル
ー
プ
の
既
得
権

益
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い

な
い
か
、
ま
た
、
現
在
主
流
と

な
っ
て
い
る
考
古
学
の
定
説

は
、
実
は
誰
か
に
と
っ
て
不
公

正
に
都
合
の
良
い
／
悪
い
も
の

と
な
っ
て
い
な
い
の
か
な
ど
の

問
題
が
こ
こ
で
は
問
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
世
界
各
地
で
考
古

学
が
政
治
的
な
意
図
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
考

実践主導 理論主導
現実対応的 変革志向的

パブリック・アー
ケオロジーへの	
４つのアプローチ

教育的アプローチ 広報的アプローチ 多義的アプローチ 批判的アプローチ

キーワード 考古学教育を通して
の知識の伝達

社会に対しての	
考古学の宣伝・ア
ピール

多種多様な過去の解
釈の分析・総合

考古学と社会政治体制	
との関係の批判的検証

代表的な文献 Herscher and　　 
McManamon 1995 McManamon 2000 Holtorf 2005 Faulkner 2000

表　パブリック・アーケオロジーへの４つのアプローチ（松田・岡村 2012）
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古
学
と
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
連
性
の
分
析
や
、
公
的
機
関
が
考

古
学
の
発
掘
調
査
を
一
元
管
理
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
言

説
の
中
で
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
議
論
が
具
体
的
な
形
と
な
っ
て
現
れ
る

顕
著
な
例
が
博
物
館
の
世
界
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
従
来
の
権
威
主
義
的
な

展
示
に
反
省
が
現
れ
、
観
覧
者
の
視
線
、
多
様
な
視
点
な
ど
、
九
〇
年
代

の
改
革
運
動
と
連
動
し
た
。

　

教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
広
報
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
一
般
市
民
は
教
育

あ
る
い
は
宣
伝
・
ア
ピ
ー
ル
の
対
象
と
見
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
多
義

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
、
考
古
学
や
過
去
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
市
民
自

身
の
主
体
性
を
重
視
す
る
。
ま
た
、
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
広
報
的
ア
プ

ロ
ー
チ
は
よ
り
実
践
主
導
的
、
現
実
対
応
的
、
多
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
批

判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
よ
り
理
論
主
導
的
、
変
革
志
向
的
で
あ
り
、
こ
の
二

グ
ル
ー
プ
間
に
は
明
ら
か
に
志
向
性
の
違
い
が
あ
る
。
教
育
的
ア
プ
ロ
ー

チ
と
広
報
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
者
は
、
多
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
批

判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
考
古
学
の
本
質
と
か
け
離
れ
て
い
る
、
非
科
学
的

で
あ
る
と
批
判
し
、
後
者
を
採
用
す
る
者
は
前
者
を
、
考
古
学
と
一
般
市

民
と
の
間
に
一
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
か
認
め
な
い
、
権
威
主

義
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
批
判
し
、
実
際
に
論
争
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
哲
学
、
社
会
観
に
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
個
人
の
中
で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
割
合
で
存
在
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

言
説
が
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
し
て
い
る
か
を
注
目
す
る
こ
と
で
、
考

古
学
と
社
会
に
関
す
る
、
そ
の
個
人
、
集
団
の
活
動
を
俯
瞰
、
洞
察
す
る

こ
と
が
よ
り
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
基
盤
と
骨
格

　

で
は
、
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
は
国
際
的
に
み
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
現
代
の
日
本
の
考
古

学
活
動
は
、
遺
跡
の
緊
急
調
査
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
九
〇

年
半
ば
の
ピ
ー
ク
時
の
一
万
件
に
は
及
ば
な
い
が
、
二
〇
一
〇
年
で
は
約

七
千
件
の
調
査
が
全
国
で
行
わ
れ
、
こ
の
数
字
は
世
界
最
大
級
で
あ
る
。

連
日
、
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
数
々
の
発
見
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
緊
急

調
査
の
成
果
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。
戦
後
の
国
土
開
発
の
急
成
長
を
背

景
に
、
遺
跡
を
破
壊
か
ら
守
る
た
め
、
早
く
も
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
遺
跡

調
査
体
制
の
整
備
が
始
ま
り
、
諸
外
国
の
よ
う
に
大
学
や
博
物
館
で
は
な

く
、
自
治
体
、
な
か
で
も
教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
公
的
セ
ク
タ
ー
で

調
査
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
遺
跡
は
埋
蔵
文
化
財
（「
国
民
共
有
の

財
産
」）
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
七
〇
年
代

か
ら
は
調
査
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
管
理
下
で
、
財

団
調
査
機
関
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
調
査
の
効
率
化
・

迅
速
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

専
門
職
員
の
配
置
は
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
と
進
み
、
現
在
一
、

八
〇
〇
市
町
村
の
う
ち
、
そ
の
２
／
３
に
配
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的
に
み
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て
も
公
的
セ
ク
タ
ー
で
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
、
精
緻
な
配
置
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
珍
し
い
。
こ
の
緊
急
調
査
か
ら
生
ま
れ
る
考
古
学
的
な
成
果

が
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
還
元
さ
れ
る
か
が
、
特
に
日
本
の
場
合
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
ロ
ジ
ー
の
鍵
を
握
る
が
、
古
く
か
ら
考
古
遺
産
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
を
整
備
し
た
欧
州
諸
国
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
次
の
点
が
指

摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
緊
急
調
査
の
多
さ
は
国
際
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
重
要

な
点
は
、
こ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
安
定
的
な
考
古
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
民
営
化
の
進
展
は
あ
る
も

の
の
、
伝
統
的
に
埋
蔵
文
化
財
行
政
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
に
根

ざ
し
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
は
考
古
学
的
活
動
の
強

力
な
土
台
と
な
る
。
こ
う
し
た
体
制
が
大
学
や
博
物
館
、
研
究
機
関
で
は

な
く
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
例

え
ば
、
韓
国
で
は
調
査
財
団
が
中
心
で
あ
り
、
地
域
の
自
治
体
で
な
く
、

中
央
の
文
化
財
庁
の
直
接
の
管
理
・
監
督
下
に
あ
る
。
実
態
調
査
は
ま
だ

十
分
で
は
な
い
が
、
欧
州
で
は
基
本
的
に
遺
跡
調
査
部
門
は
、
考
古
学
に

特
化
し
た
独
立
的
な
機
関
が
多
く
、
国
・
都
道
府
県
レ
ベ
ル
や
歴
史
都
市

が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
で
は
一
般
的
に
自
治
体
で
は
少
人
数
で
文

化
財
全
般
を
扱
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
考
古
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
弱
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
く
に
日
本
の
考
古
学
は
歴
史
系
で

教
育
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
環
境
や
動
物
考
古
学
な
ど
サ
イ
エ
ン
ス
系
が

不
得
手
な
分
野
と
な
り
、
専
門
の
研
究
機
関
・
財
団
な
ど
と
の
差
が
生
じ

る
こ
と
に
も
な
る
。

　

第
二
に
、
教
育
委
員
会
あ
る
い
は
そ
の
近
く
で
緊
急
調
査
が
行
わ
れ

る
た
め
に
、
教
育
・
普
及
活
動
（
埋
蔵
文
化
財
の
活
用
）
と
密
接
で
あ
り
、

全
国
的
に
は
膨
大
な
量
と
な
る
。
例
え
ば
、
大
阪
市
（
人
口
二
七
〇
万
）

の
場
合
、二
〇
一
〇
年
に（
財
）大
阪
市
文
化
財
協
会
が
一
年
間
に
行
っ
た
、

教
育
・
普
及
活
動
は
、
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
五
件
（
二
、一
〇
〇
名
）、

地
域
講
座
一
七
件
延
べ
四
二
講
師
、
体
験
発
掘
九
校
（
六
五
〇
名
）
な
ど

で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
自
治
体
の
体
制
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
が
、

遺
跡
博
物
館
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

性
の
高
い
企
画
か
ら
、
本
格
的
な
考
古
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
遺
跡
・

考
古
資
料
を
用
い
た
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。ま
た
、全
国
的
な
規
模
で
展
開
さ
れ
る
例
は
、毎
年
開
催
さ
れ
る『
発

掘
さ
れ
た
日
本
列
島
』
で
あ
る
。
全
国
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
出
土

遺
物
か
ら
、
厳
選
さ
れ
た
考
古
資
料
を
回
覧
す
る
速
報
展
示
で
あ
り
、
各

地
の
自
治
体
・
調
査
機
関
の
協
力
・
連
携
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
地
域
の
遺
跡
・
考
古
学
の
社
会
提
示
の
象
徴
的
な
存
在
は
現
地
説

明
会
で
あ
り
、マ
ス
コ
ミ
で
事
前
告
知
さ
れ
る
の
は
国
際
的
に
も
珍
し
い
。

さ
ら
に
、
比
較
検
証
を
し
に
く
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
活
動
は
一
般
的
に

関
係
者
の
高
い
社
会
関
与
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
見
え
に
く
い
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
韓
国
で
は
現
場
公
開
は
か
つ

て
専
門
家
向
け
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
市
民
へ
の
提
示
が
近
年
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
英
国
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
遺
跡
提
示
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や
英
国
考
古
学
会
（
Ｃ
Ｂ
Ａ
）
の
全
国
的
な
考
古
学
教
育
活
動
が
よ
く
国

際
的
に
評
価
さ
れ
る
が
、
緊
急
考
古
学
の
成
果
は
十
分
に
は
活
用
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
英
国
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
考
古
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
考

古
学
研
究
が
二
つ
の
世
界
に
大
き
く
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所

属
す
る
考
古
学
者
の
交
流
が
比
較
的
密
な
こ
と
で
あ
る
。
遺
跡
調
査
機
関

と
大
学
・
研
究
機
関
の
研
究
者
・
専
門
家
が
同
じ
学
会
に
属
し
、
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
大
学
教
員
に
は
、
遺
跡
調
査
機
関
か
ら

キ
ャ
リ
ア
を
始
め
た
方
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
レ
ベ
ル
の
違
い
は
あ
る

が
、
調
査
報
告
書
は
研
究
資
料
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
、
展
示
や
一
般
向

け
図
書
資
料
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
き
の
関
係
者
の
高
い
社
会
参
与
の
基
盤
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
と
す
る
遺
跡
保
存
運
動
で

あ
ろ
う
。
こ
の
運
動
は
集
団
活
動
で
あ
る
一
方
、
個
々
の
参
加
者
が
保
存

す
べ
き
理
由
を
自
問
自
答
す
る
こ
と
、
遺
跡
の
社
会
的
存
在
を
内
面
化
さ

せ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
社
会
活
動
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
遺
跡
の

意
味
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
遺
跡
（
過
去
）
と
共
存
す
る
現
代
生
活
の
将

来
像
を
模
索
す
る
生
き
た
学
習
の
場
と
も
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
は
考

古
学
者
の
職
業
化
に
伴
い
、
地
域
の
文
化
財
行
政
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
教
育
委
員
会
で
考
古
遺
産
を
扱
う
日
本
の
体
制
は
、
最
終
的

に
そ
の
調
査
・
研
究
成
果
を
「
教
育
」
へ
と
還
元
す
る
太
い
回
路
を
用
意

し
、
調
査
研
究
活
動
と
普
及
・
教
育
活
動
の
日
本
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
生
む

こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
（
岡
村2011

、
松
田
・
岡
村2012

）。

考
古
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

考
古
学
は
、
常
に
「
発
見
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
は
考
古

学
・
古
代
史
フ
ァ
ン
を
惹
き
付
け
る
。
事
実
、
博
物
館
講
座
で
は
、
多
く

の
参
加
者
を
呼
び
、
最
も
大
衆
性
の
あ
る
学
の
一
つ
と
言
っ
て
も
言
い
過

ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
考
古
学
は
、
日
本
で
は
よ
く
歴
史
学
の
一

分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
遺
跡
と
い
う
物
質
文
化
を
扱
い
つ
つ
、
過

去
の
復
原
を
統
合
す
る
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
歴
史
学
以
外
に
も
、
人

類
学
、
美
術
史
、
地
質
学
、
保
存
科
学
な
ど
隣
接
科
学
と
連
携
す
る
学
際

的
性
格
を
備
え
て
い
る
。
さ
ら
に
遺
跡
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
日
常
的
な

発
掘
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
土
地
所
有
者
、
開
発
関
係
者
、
近
隣
住
民
な

ど
、
多
様
な
利
害
関
係
者
と
触
れ
る
機
会
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
古
学
は
歴
史
学
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
も
、
よ
り
多
面

的
に
社
会
と
関
わ
る
。
そ
し
て
、
過
去
の
解
明
に
身
体
、
感
覚
を
駆
使
す

る
発
掘
調
査
や
資
料
の
分
析
・
保
存
は
、身
体
知
、現
場
知
に
満
ち
て
お
り
、

専
門
知
と
は
異
な
る
、
多
様
な
「
知
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉

と
な
り
得
る
。
日
本
で
は
法
律
、
行
政
的
に
は
遺
跡
は
埋
蔵
文
化
財
、
そ

の
担
当
者
は
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
、
技
師
、
調
査
員
な
ど
多
様
な
名
称
で

呼
ば
れ
る
が
、
一
般
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
考
古
学
者
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
「
考
古
学
」
と
い
う
強
力
な
言
葉
を
武
器
に
、
ど
の
よ
う
に
社
会
と
関
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係
を
取
り
結
ん
で
い
く
か
は
、
発
信
者
で
あ
る
考
古
学
者
の
意
識
に
負
う

と
こ
ろ
が
多
い
。
姿
勢
は
言
葉
の
選
択
一
つ
に
も
現
れ
る
。
例
え
ば
、
私

た
ち
は
日
常
的
に
「（
埋
蔵
）
文
化
財
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
慣
れ
て
い

る
が
、
こ
の
言
葉
は
一
般
の
人
に
は
ど
う
響
く
か
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。

　

さ
き
の
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
で
は
様
々
な
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
が
行
わ
れ
た
が
、
仙
台
市
博
物
館
で
は
、
市
内
の
旧
家
の
被
災
状
況

調
査
、
被
災
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
の
た
め
、
約
三
ヶ
月
、
二
七
〇
件
ほ
ど

の
旧
家
・
寺
社
を
訪
問
し
た
。
そ
の
際
、
旧
家
を
訪
問
し
て
も
「
う
ち
に

は
文
化
財
な
ん
て
な
い
よ
」「
博
物
館
の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
も
、
う
ち

に
は
お
宝
な
ん
か
な
い
よ
」
と
の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
、「
文
化
財
」
は
取

り
扱
い
の
難
し
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。
話
し
手
と
聞

き
手
の
「
文
化
財
」
の
意
識
・
意
味
の
違
い
は
時
に
は
、
救
出
活
動
の
障

害
に
な
り
か
ね
ず
、
そ
れ
以
後
、「
文
化
財
」
は
使
わ
な
い
よ
う
に
心
が

け
た
と
い
う
（
菅
野2012

）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
場
、
実
践

の
中
で
錬
磨
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
「
過
去
」
と
の
関
わ
り
も
、
情
報
社
会
の
発
達
か
ら
、

大
き
く
変
化
、
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
り
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ

る
。
例
え
ば
、
古
墳
の
歌
を
歌
う
歌
手
の
登
場
や
古
墳
巡
り
の
流
行
に
み

る
よ
う
に
、古
墳
に
「
萌
え
る
」
若
い
世
代
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
（
高

倉
万
紀
子2013

）。
前
方
後
円
墳
の
形
に
似
た
も
の
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
投

稿
す
る
「
古
墳
空
目
」
と
い
う
遊
び
や
、
前
方
後
円
墳
形
ク
ッ
シ
ョ
ン
、

古
墳
発
掘
カ
レ
ー
、
古
墳
時
代
出
世
す
ご
ろ
く
な
ど
、
日
用
品
、
料
理
、

ゲ
ー
ム
の
世
界
に
ま
で
及
び
、「
歴
史
学
習
」
と
い
う
堅
い
装
い
で
は
な

く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
感
覚
で
古
墳
を
愛
す
る
若
い
世
代
の
登
場
、
増
加
は

こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
ホ
ル
ト
ル
フ

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
考
古
学
は
大
衆
文
化
の
一
部
を
形
成
し
、「
再
生

可
能
な
資
源
と
し
て
の
過
去 the past as a renew

able resource

」

（H
oltorf 2005

）
が
華
開
い
て
い
る
感
が
あ
る
。
こ
の
状
況
を
研
究
者
然

に
消
費
さ
れ
る
「
過
去
」
の
一
事
例
と
冷
や
や
か
に
見
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
が
、
講
演
会
や
現
地
説
明
会
に
参
加
す
る
、
従
来
型
の
遺
跡
、
過
去
、

考
古
学
（
者
）
と
の
関
わ
り
に
加
え
て
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
過
去
関
心
者

の
誕
生
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
る
こ
と

で
起
動
す
る
。
多
く
の
専
門
知
を
手
に
入
れ
た
研
究
者
も
、
初
め
は
モ
ノ

や
過
去
へ
の
好
奇
心
か
ら
始
ま
っ
た
場
合
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。ま
た
、

そ
れ
は
学
問
の
起
こ
り
と
発
達
を
考
え
て
も
、
自
然
な
認
識
の
発
展
に
違

い
な
い
。

お
わ
り
に
　
～
理
論
と
実
践
を
架
橋
す
る
議
論
の
展
開
を
～

　

今
世
紀
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
試
練
が
進
行
中
で
あ
る
。

米
国
発
の
世
界
各
地
を
斉
一
化
さ
せ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
考
古
学
の
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体
制
、
活
動
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
。
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
個
性
に
関

係
な
く
、
す
べ
て
を
金
に
換
算
す
る
新
自
由
（
市
場
）
主
義
的
思
想
・
思

考
は
、
考
古
学
、
歴
史
、
文
化
の
支
え
と
な
る
「
温
故
知
新
」
の
思
想
・

哲
学
を
も
脅
か
し
て
い
る
。

　

欧
州
で
は
二
〇
一
三
年
、
Ｅ
Ｕ
の
助
成
に
よ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

参
画
の
考
古
学
の
た
め
の
新
し
い
シ
ナ
リ
オ
」（N

ew
 scenarios for a 

com
m
unity-involved archaeology

、
略
し
てN

earch

）
が
始
ま
っ
た
。

ま
と
め
役
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
事
前
考
古
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
Ｐ
）
を
含

め
、
欧
州
を
代
表
す
る
一
〇
ヶ
国
、
一
五
の
大
学
、
考
古
学
調
査
機
関
が

参
加
す
る
五
カ
年
計
画
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
（http://w

w
w.

nearch.eu

）。
Ｅ
Ｕ
全
体
と
し
て
考
古
学
、
考
古
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
よ
り
良
い
形
に
し
、
そ
の
価
値
を
社
会
還
元
す
る
こ
と
に
基
本
的
な

眼
目
が
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
現
代
欧
州
の
考
古
学
」

（Archaeology in Contem
porary Europe

）
で
は
、
欧
州
の
考
古
学

の
現
状
分
析
の
結
果
、
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
欧
州
で
伸
張
し
た
事
前
考
古

学
（
緊
急
調
査
）
が
近
年
の
経
済
危
機
で
受
け
た
影
響
の
実
態
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
が
、
現
在
、
そ
れ
は
欧
州
文
化
の
危
機
、
価
値
の
危
機
、
欧
州

の
現
代
を
形
作
る
思
想
全
般
的
な
危
機
意
識
へ
と
増
大
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
危
機
感
を
背
景
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
新
し
い
シ
ナ
リ
オ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
考
古
学
、
市
民
参
画
の
さ
ま
ざ
ま

な
意
思
疎
通
の
方
法
の
開
拓
、
経
済
変
動
に
耐
え
う
る
考
古
学
の
検
討
、

考
古
学
と
芸
術
の
協
働
な
ど
を
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
日
本
の
課
題

と
驚
く
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
な
か
に
は
、「
持
続
可
能
な

考
古
学
（sustainable archaeology

）」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
が
、

同
様
な
状
況
は
国
際
的
に
共
有
さ
れ
、
ど
の
国
も
地
域
も
模
索
を
続
け
て

い
る
。

　

日
本
で
は
、
近
年
底
打
ち
の
兆
し
が
み
え
る
も
の
の
、
九
〇
年
代
半
ば

か
ら
、
遺
跡
調
査
数
、
考
古
学
者
数
は
減
少
し
続
け
て
き
た
。
学
会
の
会

員
数
、
考
古
学
の
専
攻
生
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。
人
口
の
減
少
、
年
齢

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
も
影
響
し
、
一
時
期
の
考
古
学
人
気
は
陰
り
を
み
せ
て

い
る
。
社
会
全
般
に
は
、
度
重
な
る
政
治
不
信
に
加
え
、
経
済
格
差
の
進

行
か
ら
、
歴
史
、
遺
産
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
中
間
層
が
縮
小
を
続
け
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
閉
塞
的
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
学
を
進
め
る
の
が
、
考
古
学

に
限
ら
ず
、
専
門
家
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
。
目
新
し
い
策
は
思
い
つ
か

な
い
が
、ま
ず
全
体
的
な
状
況
の
中
で
自
分
た
ち
の
位
置
を
正
確
に
把
握
・

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て

小
さ
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
、
全
体
の
知
性
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
意
識
的
に
取
り
組
む
と
い
う
、
愚
直
な
行
動
が
基

本
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、個
人
的
に
最
近
重
要
に
思
う
の
は
、

日
本
は
多
文
化
社
会
で
あ
り
、
ま
た
、
地
方
に
は
「
持
続
」「
安
定
」
を

育
て
て
き
た
、
活
き
た
知
恵
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
都

市
の
「
成
長
」
の
論
理
が
一
律
的
な
「
正
解
」
を
求
め
る
が
、
過
去
を
め

ぐ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
地
域
々
々
の
特
性
を
踏
ま
え
た
議
論
が
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必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
と
い
う
学
際
的
な
、
知
の
創
造
の
場
で
は
、

学
の
メ
タ
的
な
観
察
、
研
究
を
し
つ
つ
も
、
個
々
の
行
動
レ
ベ
ル
に
活
き

る
、
現
場
性
の
あ
る
理
論
を
磨
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

幸
い
、
情
報
社
会
の
お
か
げ
で
、
国
・
地
域
を
超
え
て
、
専
門
家
た
ち

が
共
通
の
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
み
、
叡
智
を
結
集
す
る
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
難
し
く
な
く
な
っ
た
。
考
古
学
に
即
し
て
言
え
ば
、二
〇
一
六
年
夏
、

京
都
で
第
八
回
世
界
考
古
学
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
八
〇
カ
国
か
ら
二
千

名
の
考
古
学
者
、
歴
史
学
者
、
文
化
遺
産
関
係
者
な
ど
、
過
去
に
関
わ
る

専
門
家
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
市
民
、
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
成
熟
社
会
に
お
け
る
考
古

学
、
文
化
遺
産
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
多
様
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
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